
 

 

 

 

 

 

 

４ 政策の体系の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 35 -



 

この章では、京プラン 2025 に掲げた 27 分野の「政策の体系」ごとに、以下のとおり、

政策評価結果を活用し、当該政策分野の進捗状況を記載しています。 

 

 

＜本章の見方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【令和4年度】 

 客観指標評価がｂ評価となったことから、総合評価結果はＢ評価
となった。温室効果ガス排出量については、京都市地球温暖化対策
計画に基づき、ライフスタイル、ビジネス、エネルギー、モビリ
ティの４つの分野の転換や、森林・農地等の二酸化炭素の吸収源対
策の強化等を図ることで、2050年「正味ゼロ」を目指す。また、
ごみ焼却量については、引き続き、京都市循環型社会推進基本計画
に基づき、市⺠・事業者の皆様と共に２Ｒ及び分別リサイクルの推
進等に取り組むことで、更なる削減を進める。これらにより、基本
方針にある環境と調和した持続可能な社会の実現を目指していく。

 政策及び施策の「温室効果ガス排出量削減率」に関
する客観指標は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、主に事業者から排出される温室効果ガスが減少
したものの、在宅勤務の定着等により、家庭からの排
出量が増加したため、評価が悪化した。一方、「ごみ
焼却量の削減量」は、ごみ量が着実に減少し、全体で
はｂ評価となった。

 「マイバッグの利用やごみの分別・リサイクルの徹
底など、ごみの出ないくらしと事業活動が広がってい
る。」という生活実感はｂ評価と概ね肯定的に評価さ
れているが、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、自然環境を実感する機会や美化活動等の環境に配
慮した行動を実践する機会が減少したこと等から、全
体ではｃ評価となったと考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 ２０５０年までの二酸化炭素排出量「正味ゼ
ロ」等の目標達成を目指しており、効果測定に客
観指標の数値が直結するため、客観指標評価を重
視する。

政策の総合評価

1 環境
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市⺠⽣活実感評価

 豊かな地球環境を未来へ引き継ぐために、地球温暖化対策、生物多様性保全、ごみ減量等の課題に対し市⺠、事業者、
地域団体、行政等のオール京都で、これまでの延⻑にとどまらない取組を実践し、2050年までの二酸化炭素排出量「正味
ゼロ」等の目標達成に向け、さまざまな政策分野において、自然との共生を楽しむ環境と調和した持続可能な社会の実現
をめざす。
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政策分野の番号と名称 

京プラン 2025 から転

載しています。 

政策分野の基本方針 

京プラン 2025 から転

載しています。 

政策の客観指標総合評価 

政策及び施策の客観指

標評価結果に基づく総合

評価結果と、それに関す

る分析を記載 

評価の重み付け 

客観指標評価と市民生

活実感評価のいずれを重

視するかを記載 

市民生活実感調査の総合評価 

京プラン 2025 に掲げた

「みんなでめざす 2025 年の

姿」に対して、今の市民生活

がどうなっているかを尋ねた

調査（市民生活実感調査）に

基づく総合評価結果と、それ

に関する分析を記載 

政策の総合評価 

政策の客観指標総合評価と市民生活実感調査総合評価を踏まえ

た全体の総合評価結果及びそれを踏まえた今後の方向性を記載 
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直近年度
の実績値

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 温室効果ガス排出量削減率（％） 20.9 - d - - -

2 ごみ焼却量の削減量（万トン） 3.4 a a - - -

3 - - - - - - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a b - - -

a b - - -

a b - - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 b c - - -

2 b c - - -

3 b b - - -

4 c c - - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

b c - - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

6 5 - - -

政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市⺠⽣活実感評価

市⺠⽣活実感調査設問

環境に配慮した行動を実践する社会になってきている。

様々な生き物が生息する良好な自然環境が保たれている。

【令和4年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価ができなかっ
たものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和４年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市⺠の重要度）

暮らしの中で、環境について学び、実践する人が世代を問わず増えてき
ている。

-

-

-

-

政策の市⺠⽣活実感調査 総合評価

マイバッグの利用やごみの分別・リサイクルの徹底など、ごみの出ない
くらしと事業活動が広がっている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋

下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓

政策の重要度 

 ２７政策のそれぞれに

ついて、市民が考える重

要度について尋ねた調査

結果を記載 

客観指標評価の詳細 

政策の客観指標名、直近の実績値及び評価結果、並びに政策

の客観指標評価平均、下位施策の客観指標評価平均、総合評価

結果を記載 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響等により評価ができなかっ

たものや、客観指標や目標値の見直しを行ったものについて

は、評価欄に「-」を記載しています。 

市民生活実感評価の詳細 

市民生活実感調査の設

問及び評価、並びに総合

評価結果を記載 
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